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催
　
し

第
８
回
南
九
州
市
民
体
育
大
会

体
育
大
会
で
の
競
技
種
目
は
、ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
レ
ー
、長
縄
跳
び
、マ

ス
ゲ
ー
ム
、百
足
競
走
、玉
入
れ
、校
区・

地
区
対
抗
総
合
リ
レ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
。会
場
に
お
越
し
の
未
就
学
児

を
対
象
と
し
た
自
由
参
加
の「
幼
児
か

け
っ
こ
」も
あ
り
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
10
月
９
日（
日
）

　
開
会
式
：
午
前
８
時
45
分
〜

　
（
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止
）

■
場
所
＝
諏
訪
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

﹇
担
当
﹈川▢
保
健
体
育
課 

市
民
体
育
係

お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物(

看
板)

の
表
示
、設

置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

屋
外
広
告
物
と
は
、常
時
ま
た
は
一

定
の
期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表

示
さ
れ
る
も
の
で
、看
板・た
て
看
板・

は
り
紙・広
告
塔・広
告
版・の
ぼ
り
旗・

建
物
の
ほ
か
工
作
物
に
表
示・設
置
さ

れ
た
も
の
、こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を

い
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
レコ
ー
ダ
ー
レ
ン
タ
ル

制
度
開
始

自
分
の
運
転
技
量
を
チ
ェッ
ク
し
た

い
、運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
ま
た
は
家
族
の
運
転
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象
に
、南
九

州
警
察
署
に
て
レ
ン
タ
ル
受
付
を
開
始

し
ま
し
た
。利
用
希
望
の
方
は
、南
九
州

警
察
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
＝

    

午
前
８
時
30
分
〜 

午
後
５
時

   （
土・日・祝
日
除
く
）

■
対
象
者
＝
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

　
　
　
　
　
（
ま
た
は
そ
の
家
族
）

■
レ
ン
タ
ル
期
間
＝
１
週
間
程
度

■
レ
ン
タ
ル
料
＝
無
料

﹇
問
﹈南
九
州
警
察
署 

交
通
課

　
☎
０
９
９
３-

83-

１
１
１
０

聴
い
て
歌
お
う
！

〜
ゴ
ス
ペル
ワ
ー
クショップ
〜

今
、活
躍
中
の
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
、

ジェン
ナ
が
や
って
き
ま
す
。歌
う
楽
し

さ
を
知
り
、み
ん
な
と
歌
う
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
で
、気
分
転
換
、気
晴
ら

し
、明
日
の
力
に
し
ま
せ
ん
か
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
10
月
９
日（
日
）

午
後
２
〜
４
時

　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館

■
入
場
料
＝
無
料

﹇
問
﹈Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ア
あ
な
た
の
近

く
に

　
☎·

℻▢
０
９
９
３-

56-

０
２
１
１

社
会
生
活
基
本
調
査
に
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す

総
務
省
統
計
局（
鹿
児
島
県
）で
は
、

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、10

月
上
中
旬
に
調
査
員
が
伺
い
、調
査
票

を
お
配
り
し
ま
す
。

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
の
目
的
＝
国
民
の
生
活
時
間
の

使
い
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
状
況
を

調
べ
、社
会
や
暮
ら
し
の
た
め
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め

■
調
査
日
＝
10
月
20
日
現
在

■
回
答
方
法
＝

①
記
入
し
た
調
査
票
を
、調
査
員
が

回
収

②
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

﹇
問
﹈県
庁
統
計
課 

人
口
労
働
統
計
係

　
☎
０
９
９-

２
８
６-

２
４
８
２

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
つ
い
て
は
、

「
鹿
児
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
」に
よ

り
、そ
の
表
示
の
場
所
や
大
き
さ
な

ど
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。場

合
に
よ
っ
て
は
、許
可
で
き
な
い
広
告

物
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
た

め
に
は
、原
則
広
告
物
を
設
置
し
て
は

な
ら
な
い
物
件（
禁
止
物
件
）や
地
域

（
禁
止
地
域
）、設
置
す
る
こ
と
は
で
き

る
が
市
の
許
可
が
必
要
な
地
域（
制
限

地
域
）が
あ
り
ま
す
。

申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈知▢
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

屋外広告物の種類（一例）

翌
日
10
月
10
日（
月
）の「
体
育
の
日
」

は
、市
内
体
育
施
設
を
無
料
開
放
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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　あなたのこころに残る南九州市の風
景はどこですか。エピソードを添えて、
番組までお送りください。

《 応募方法 》
★番組ホームページから…

★ファックスで…
　03-3465-1327 へ送信
★はがき・封書で…（宛先住所不要）
　〒 150-8001　NHK「こころ旅」係へ送付
《 応募内容 》
　次の内容を明記の上、ご応募ください。
①住所　②名前　③電話番号　④性別　⑤年齢 
⑥思い出の場所・風景　⑦場所にまつわるエピソード
NHK BS プレミアム
『にっぽん縦断こころ旅～ 2016 秋の旅～』
鹿児島県内で 8本の番組を制作予定
県内放送予定　12月 5日（月）～9日（金）
 12月12日（月）～16日（金）
　●月～金  午前   7：45～　●火～金  午後   7：00～
【お問い合わせ】
 NHK ふれあいセンター
 ☎ 0570-066-066（ナビダイヤル）
 ※ナビダイヤルがご利用になれない場合は
　 ☎ 050-3786-5000 まで

関
西
知
覧
愛
郷
会 

総
会・

懇
親
会

関
西
在
住
の
親
戚・知
人
に
出
席
を

お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
11
月
20
日（
日
）午
前
11
時
〜

■
場
所
＝
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ

﹇
問
﹈関
西
知
覧
愛
郷
会
事
務
局

　
　
佐
多 

健
一

　
☎·

℻▢
０
７
４
５-

74-

４
７
７
３

さつま
屋
友
の
会
の「
お
買
物
券
」

「
積
立
金
」還
付
手
続
き

九
州
経
済
産
業
局
で
は
、営
業
廃
止

届
が
提
出
さ
れ
た
さ
つ
ま
屋
友
の
会
の

会
員
に
対
し
、「
お
買
物
券
」「
積
立
金
」

の
還
付
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

【
債
権
の
申
出
方
法
】

①
現
地
受
付

■
期
間
＝
10
月
３
日（
月
）〜
５
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
場
所
＝
鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル

②
郵
送
に
よ
る
申
出

■
期
間
＝
11
月
30
日（
水
）ま
で（
消
印

有
効
）

﹇
宛
先・問
い
合
わ
せ
先
﹈

九
州
経
済
産
業
局
産
業
部
消
費
経

済
課

　
〒
８
１
２-

８
５
４
６

　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
丁
目
11

番
１
号

　
☎
０
９
２-

４
８
２-

５
５
６
１

一定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
で
す

次
の
土
地
取
引
面
積
で
あ
る
場
合
、

契
約（
予
約
を
含
む
）を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
土
地
の

所
在
す
る
市
役
所
へ
の
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　
５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者（
買
主
な
ど
）

■
提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届

出
書
、位
置
図（
縮
尺
５
万
分
の
１

以
上
の
地
形
図
）、周
辺
状
況
図（
縮

尺
５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な

ど
）、地
籍
図
、契
約
書
の
写
し
な
ど

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、偽
り
の
届

出
を
す
る
と
、６
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

﹇
届・問
﹈知▢ 

企
画
課 

企
画
係

　環境省では、9月 24 日を「清掃の日」、10月 1日を「浄
化槽の日」とするとともに、これを結ぶ期間を「環境衛生
週間」と定めています。ごみの排出抑制や清掃の徹底・清
潔の保持とごみの散乱防止などに努めましょう。

環境衛生週間

　南九州市のごみの総排出量は、人口が大きく減少している
にもかかわらず、合併時とほぼ変わっていません。つまり、１
人当たりの年間ごみ排出量が年々増加しています。リサイク
ル率も、合併当初より低下しています。普段から、リサイクル
を意識し、ごみの分別を徹底しましょう。
　また、県では、10月にマイバッグキャンペーンを実施しま
す。買い物にはマイバッグを持参しレジ袋を受け取らない、
リサイクル商品や簡易包装商品を選択するなどして、ごみの
減量化に努めましょう。

鹿児島県マイバッグキャンペーン
～ごみの減量と分別にご協力ください～

■南九州市ごみ処理状況   
平成24年度 平成25年度 平成26年度

ごみ排出量（ｔ） 11,983 11,727 11,972
１人当たり（㎏） 309 307 319
リサイクル率（％） 12 12 11
ごみ処理経費（千円） 628,974 380,506 307,292
１人当たり経費（円） 16,265 9,986 8,208

［担当］川▢市民生活課 生活環境係

あなたの「こころの風景」＆エピソード募集
NHK『にっぽん縦断こころ旅～2016秋の旅～』

火野正平さんが
自転車の旅を

募集締切10月31日(月)必着

検　索

9 September 2016

こころ旅
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臨
時
福
祉
給
付
金
支
給

■
対
象
者
＝
平
成
28
年
度
分
市
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方

※
た
だ
し
、次
の
方
は
対
象
外

・課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
方

・生
活
保
護
受
給
者

■
給
付
額
＝
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
３
千
円

■
申
請
期
間
＝
10
月
３
日（
月
）〜

　
　
　
　
平
成
29
年
２
月
６
日（
月
）

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝
対
象
者
の

印
か
ん
、通
帳
、本
人
確
認
書
類（
健

康
保
険
証・運
転
免
許
証
な
ど
）

■
そ
の
他
＝
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降

に
本
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住
所

地
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

障
害・遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金

■
対
象
者
＝
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
対
象
者
で
、平
成
28
年

度
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金・遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

※
た
だ
し
、高
齢
者
向
け
給
付
金（
３
万

円
）を
受
給
し
た
方
は
対
象
外

■
給
付
額
＝
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
３
万
円

■
申
請
期
間
＝
10
月
３
日（
月
）〜

　
　
　
　
平
成
29
年
２
月
６
日（
月
）

　
11
月
７
日（
月
）〜
16
日（
水
）８
日
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
＝
指
宿
市
中
央
公
民
館

■
受
講
料
＝
無
料（
資
料
代
も
無
料
）

■
対
象
者
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登

録
し
て
い
る
55
歳
以
上
の
方

■
定
員
＝
20
人

■
申
込
期
間
＝
10
月
24
日（
月
）ま
で

※
申
込
多
数
の
場
合
、選
考
基
準
に
よ

り
決
定
し
、電
話
に
て
通
知

﹇
申・問
﹈（
株
）東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン

ド 

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
係

　
☎
０
９
９-

２
１
４-

２
１
４
０

相
　
談

特
設
人
権
相
談
所

特
設
人
権
相
談
所
は
家
庭
内（
結
婚
、

夫
婦
、親
子
、離
婚
、相
続
）や
隣
近
所
の

も
め
ご
と
な
ど
、日
常
生
活
全
般
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

①
日
時
＝
10
月
６
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

②
日
時
＝
10
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
場
所
＝
ひ
ま
わ
り
館

﹇
問
﹈鹿
児
島
地
方
法
務
局 
知
覧
支
局

　
☎
０
９
９
３-

83-
２
２
０
８

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
17
日
〜
23
日

国
の
行
政
な
ど
に
関
す
る
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

①
日
時
＝
10
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
場
所
＝
知
覧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
行
政
相
談
委
員
＝
佐
多 

善
德

②
日
時
＝
10
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
場
所
＝
川
辺
保
健
セ
ン
タ
ー

　
行
政
相
談
委
員
＝
下
薗 

隆
春

③
日
時
＝
10
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所
＝
宮
脇
地
区
公
民
館

　
　
　
　
午
後
１
〜
３
時

　
場
所
＝
上
別
府
地
区
公
民
館

　
行
政
相
談
委
員
＝
齊
藤 

耕
太
郎

※
行
政
相
談
委
員
は
、民
間
の
有
識
者

に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

[

担
当]

知▢
総
務
課 

行
政
係

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝
対
象
者
の

印
か
ん
、通
帳
、本
人
確
認
書
類（
健

康
保
険
証・運
転
免
許
証
な
ど
）

■
対
象
と
な
る
年
金
＝

①
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
受
給
権
が

発
生
し
た
国
民
年
金
、厚
生
年
金
保
険

（
旧
農
林
年
金
を
含
む
）、船
員
保
険

の
障
害
年
金（
障
害
等
級
が
１
級
ま

た
は
２
級（
船
員
保
険
の
職
務
上
の

障
害
年
金
は
１
〜
５
級
）の
年
金
に

限
り
ま
す
）

③
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
受
給
権
が

発
生
し
た
国
家
公
務
員
共
済
組
合
、

地
方
公
務
員
共
済
組
合・全
国
市
町

村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
、日
本
私

学
校
振
興・共
済
事
業
団
が
支
給
す

る
障
害
年
金
お
よ
び
船
員
障
害
年
金

（
障
害
等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
の

年
金
に
限
り
ま
す
）

﹇
担
当
﹈川▢
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　
　
　
頴▢・
知▢
支
所 

福
祉
係

調
理
補
助
講
習

〜
鹿
児
島
労
働
局
委
託
事
業
〜

調
理
技
術
の
基
本
を
学
び
、調
理
業

務
に
必
要
な
知
識・実
技
を
習
得
す
る

こ
と
で
、介
護
施
設・給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
調
理
分
野
で
の
就
職
就

業
を
目
指
し
ま
す
。

■
期
間
＝
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国民年金保険料の「後納制度」について
過去5年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付す

ることで将来の年金額を増やすことができる「後納制
度」が平成27年10月から３年間限りの特例として開始さ
れています。
老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の
利用はできません。
後納制度を利用するには申し込みが必要です。
後納制度の申し込みを希望される方、またはご相談
については、お近くの年金事務所へお願いします。

年 金 だ よ り

年金について分からないことがありましたら、担当係またはお近くの年金事務所へご相談ください。
　【お問い合わせ】　川▢市民生活課 市民係、頴▢・知▢支所 市民係
　　鹿児島南年金事務所　☎099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/

〇10月6日（木）指宿市役所
〇10月20日（木）枕崎市市民会館
〇10月27日（木）川辺文化会館
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。他市の
相談所でも相談可能です。移動年金相談は完全予約制
（定員24人）のため、１週間前までに鹿児島南年金事務
所へ予約してください。その際、基礎年金番号を尋ねら
れますので、年金手帳や年金証書をご準備ください。

移動年金相談所

■事 例■事■事■事■事■事■事■事■事■事 例 例 例 例 例 例

「無料」のはずが6万円
廃品回収サービスのトラブル

［問］南九州市消費生活センター（知▢商工観光課 商工水産係）

●「無料回収」をうたって巡回している廃品回収業者に依
頼しても、積み込み時に料金を請求されるケースがある
ので注意しましょう。

●粗大ごみや不用品の処分は、お住まいの市町村のルー
ルに従って行いましょう。処分について不明な点がある
際は、市町村に確認しましょう。

●一般廃棄物の収集・運搬は市町村の許可を受けた事業
者しか行えません。安易に廃品回収業者に処分を依頼
することは、トラブルとなる場合もあるので避けましょう。

●困ったときは、南九州市消費生活センターなどにご相談
ください。

ひとことアドバイス

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんと
の公平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞納
の解消に取り組んでいます。
　失業・病気などにより一度に納税することが困難
な方や収入がない方につきましては、随時、納税相
談を受け付けています。

[問］収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎本館２階）

28年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数

月
差し押さ 
えを実施 
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4～7月 189 152 6 2 0 29 1

（件）

無
料
法
律・登
記・税
務
相
談
所

10
月
１
日「
法
の
日
」に
ち
な
み
、無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
10
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
相
談
員
＝
司
法
書
士
、土
地
家
屋
調

査
士
、税
理
士

■
相
談
内
容
＝
相
談
員
の
業
務
全
般

﹇
問
﹈鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
９-

２
５
６-

０
３
３
５

調
停
無
料
相
談
会

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。予
約
不
要
。

■
日
時
＝
10
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会 

知
覧

支
所（
知
覧
温
泉
セ
ン
タ
ー
道
路
向

か
い
）

■
相
談
内
容
＝
離
婚
、遺
産
相
続
、土
地

の
境
界
な
ど
の
調
停
手
続
き

﹇
問
﹈鹿
児
島
地
方・家
庭
裁
判
所 

知
覧

支
部
内 

知
覧
調
停
協
会

　
☎
０
９
９
３-

83-

２
２
２
９
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言
葉
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
最
初
の
困
り

事
で
し
た
。
役
所
の
職
員
は
全
て
を
理
解
し

て
い
る
筈
の
つ
も
り
で
や
っ
て
来
ま
す
。
人
を

知
ら
な
い
、
土
地
勘
が
な
い
、
習
慣
や
考
え

方
が
違
う
な
か
で
、
そ
の
対
応
に
、
四
苦
八

苦
す
る
毎
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
良
か
っ
た
こ
と
も
沢
山
あ
り

ま
す
。
特
に
仲
間
作
り
。
他
県
、
他
市
町
村

の
職
員
が
様
々
な
職
種
で
支
援
に
来
て
お
り
、

互
い
の
交
流
が
沢
山
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
残
さ
れ
て
い
る
中
に
は
、
簡
単
に
片
づ

か
な
い
か
ら
残
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
先
送
り

さ
れ
て
来
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
現
場

で
は
容
易
に
解
決
で
き
な
い
問
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
も
し
私
た
ち
が
大
災
害
に

遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
時
間
が

経
つ
に
連
れ
、
途
中
で
気
持
ち
が
折
れ
な
い

よ
う
に
す
る
為
の
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
を
感

じ
ま
す
。

　

時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
日
本
！
ガ
ン
バ

ロ
ー
気
仙
沼
！
の
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
す
。

　

災
害
派
遣
職
員
と
し
て
、
４
月
か
ら
宮
城

県
気
仙
沼
市
で
復
興
業
務
お
よ
び
気
仙
沼
市

職
員
の
業
務
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
今
年
で
５
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
気
仙
沼
市
で
は
〝
が
れ
き
〞
の
撤
去
処

理
業
務
が
お
お
む
ね
完
了
し
、
復
興
に
向
け

て
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
主
な
業
務
内
容
は
、
被
災
し
た
建
物

の
復
旧
や
、
建
物
の
新
築
、
改
修
で
す
。
被

災
建
物
を
、
震
災
遺
構
と
し
て
見
学
で
き
る

よ
う
改
修
す
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
私
が
主

に
担
当
し
て
い
る
事
業
は
、
防
災
集
団
移
転

地
区
の
集
会
所
施
設
の
新
築
工
事
で
す
。
防

災
集
団
移
転
地
区
と
は
、
津
波
で
家
を
流

さ
れ
た
人
や
、
今
後
被
災
す
る
危
険
の
あ
る

土
地
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
安
全
な
場

所
へ
移
り
住
む
地
区
で
、
い
わ
ゆ
る
高
台
移

転
地
区
の
こ
と
で
す
。
山
を
切
り
開
い
た
り
、

田
や
畑
を
埋
め
た
り
し
な
が
ら
造
成
し
、
新

し
い
住
宅
団
地
を
作
り
、
そ
こ
に
新
し
い
自

治
会
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
必
要
に
な
る
の
で
、
自
治

東
日
本
大
震
災

被
災
地
復
興
へ

〜
宮
城
県
気
仙
沼
市
派
遣
職
員
よ
り
〜

建築住宅課 建築営繕係
篭原  康介

会
ご
と
に
集
会
所
を
新
築
す
る
事
業
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
南
九
州
市
役
所
か
ら

派
遣
さ
れ
て
い
る
西
野
さ
ん
や
気
仙
沼
市
の

職
員
と
一
緒
に
自
治
会
の
意
見
や
要
望
を
聞

い
て
、
集
会
所
の
間
取
り
な
ど
を
決
め
、
関

係
部
署
と
打
ち
合
わ
せ
し
な
が
ら
発
注
、
工

事
監
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
穀
物
乾
燥
調
製
施
設
の
新
築
工
事

事
業
が
あ
り
ま
す
。
津
波
に
よ
り
海
水
が
入

り
込
み
、
震
災
以
後
、
作
付
け
で
き
る
状
態

で
は
な
か
っ
た
米
農
家
の
方
々
の
田
ん
ぼ
が
、

よ
う
や
く
営
農
再
開
で
き
る
目
途
が
立
っ
た

た
め
、
農
業
協
同
組
合
に
対
し
て
貸
与
す
る

穀
物
乾
燥
調
製
施
設
を
新
築
し
て
い
ま
す
。

予
定
の
工
期
以
内
に
滞
り
な
く
完
成
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

気
仙
沼
市
で
も
東
日
本
大
震
災
の
被
害
で

多
く
の
死
者
、
行
方
不
明
者
が
出
ま
し
た
。

家
族
や
友
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
の
話
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
気
仙
沼

市
の
市
民
や
市
職
員
の
方
々
は
、
復
興
に
向

け
て
明
る
く
た
く
ま
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
派
遣
職
員
と
し
て
多
少
で
も
復
興

に
役
立
て
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

お
盆
も
過
ぎ
、
一
日
一
日
が
目
ま
ぐ
る
し

く
過
ぎ
、
あ
っ
と
い
う
間
の
上
半
期
だ
っ
た
様

な
気
が
し
ま
す
。

　

現
在
、
私
が
配
属
と
な
っ
て
い
る
部
署
の

防
災
集
団
移
転
推
進
課
は
、
先
の
震
災
で
被

災
さ
れ
た
方
々
が
移
転
す
る
た
め
の
予
定
地

を
造
成
す
る
業
務
と
そ
の
事
業
地
域
に
被
災

者
が
建
物
建
築
を
す
る
際
の
手
続
き
に
関
す

る
事
務
の
書
類
手
続
き
や
受
付
け
業
務
の
ほ

か
、
そ
の
書
類
の
発
行
関
係
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

防
災
集
団
移
転
団
地
は
、
造
成
完
了
と
な

り
引
き
渡
し
可
能
な
状
態
と
言
え
る
の
は
ほ

ぼ
９
割
程
度
で
、
様
々
な
事
情
で
、
手
直
し

が
生
じ
た
り
、
遅
延
が
あ
っ
た
り
、
計
画
変

更
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
区
画

に
つ
い
て
も
、
高
齢
が
理
由
だ
っ
た
り
、
家
族

の
事
情
か
ら
申
し
込
み
受
け
付
け
が
終
了
し

決
定
済
み
と
な
っ
て
い
て
も
契
約
に
至
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
、
各
家
庭
の
事
情
を
直
接
垣

間
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ

の
内
情
を
知
る
と
複
雑
な
心
境
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

派
遣
直
後
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
の
感
情
が
高
ぶ
り
、
方
言
で
話
す

防災集団移転推進課
防災集団移転推進第 1係
西野  栄一郎

気仙沼港付近の区画整理状況

集会所新築現場立会状況

気仙沼市の復興状況（港の防潮堤）

集会所建設工程会議
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